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【国際特許分類】
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   Ｃ０７Ｄ 225/02     (2006.01)
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【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｄ  223/10     　　　　
   Ｂ０１Ｊ   29/85     　　　Ｚ
   Ｃ０７Ｄ  225/02     　　　　
   Ｃ０７Ｂ   61/00     ３００　

【手続補正書】
【提出日】平成27年10月23日(2015.10.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１２７】
　[0143]本発明を、典型的な設計について説明してきたが、本発明は、本開示の趣旨およ
び範囲内で更に修正することができる。更に、本出願は、本発明が属する当業における公
知のまたは一般的な実施に該当する本開示からの逸脱にも及ぶことを意図している。
　以下に本発明の実施態様を示す。
［１］ＩＺＡ骨格構造コードＦＡＵを有するケイ素含有アルミノリン酸塩を含む触媒の存
在下、液相でオキシムを反応させてラクタムを製造する工程を含むベックマン転位反応を
行う方法。
［２］該触媒がＳＡＰＯ－３７触媒である［１］に記載の方法。
［３］該反応工程を：
　　式Ｒ１－ＣＮで表される有機ニトリル：
　　式Ｒ２－Ａｒで表される芳香族溶媒；および
　　式Ｒ３－ＯＨで表されるアルコール
　（上記式中、
　　Ｒ１は、Ｃ１～Ｃ８－アルキル、Ｃ１～Ｃ８－アルケニル、Ｃ１～Ｃ８－アルキニル
、Ｃ３～Ｃ８－シクロアルキル、またはＣ３～Ｃ８－アラルキルであり；
　　Ａｒは芳香環であり、Ｒ２はＨ、Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒであり；かつ
　　Ｒ３は、Ｈ、Ｃ１～Ｃ８－アルキル、Ｃ１～Ｃ８－アルケニル、Ｃ１～Ｃ８－アルキ
ニル、Ｃ３～Ｃ８－シクロアルキル、またはＣ３～Ｃ８－アラルキルである）
から成る群より選択される少なくとも１種の溶媒を含む溶媒の存在下で行う［１］に記載
の方法。
［４］該オキシムをシクロヘキサノンオキシムおよびシクロドデカノンオキシムから選択
し、該ラクタムをε－カプロラクタムおよびω－ラウロラクタムから選択する［１］に記
載の方法。
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［５］該反応工程が、該オキシムの変換率９０％～１００％および該ラクタムの選択率７
０％～１００％を更に含む［１］に記載の方法。
［６］ＩＺＡ骨格構造コードＦＡＵを有するケイ素含有アルミノリン酸塩を含む触媒の存
在下、気相でオキシムを反応させてラクタムを製造する工程を含むベックマン転位反応を
行う方法であって；
　該反応工程が、該オキシムの変換率と該ラクタムの選択率の組み合わせを、
該オキシムの変換率が少なくとも５０％および該ラクタムの選択率が少なくとも９０％お
よび
該オキシムの変換率が少なくとも９０％および該ラクタムの選択率が少なくとも８０％
から成る群より選択することを更に含む方法。
［７］該触媒がＳＡＰＯ－３７触媒である［６］に記載の方法。
［８］該反応工程を：
　　式Ｒ１－ＣＮで表される有機ニトリル：
　　式Ｒ２－Ａｒで表される芳香族溶媒；および
　　式Ｒ３－ＯＨで表されるアルコール
（上記式中、
　　Ｒ１は、Ｃ１～Ｃ８－アルキル、Ｃ１～Ｃ８－アルケニル、Ｃ１～Ｃ８－アルキニル
、Ｃ３～Ｃ８－シクロアルキル、またはＣ３～Ｃ８－アラルキルであり；
　　Ａｒは芳香環であり、Ｒ２はＨ、Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒであり；かつ
　　Ｒ３は、Ｈ、Ｃ１～Ｃ８－アルキル、Ｃ１～Ｃ８－アルケニル、Ｃ１～Ｃ８－アルキ
ニル、Ｃ３～Ｃ８－シクロアルキル、またはＣ３～Ｃ８－アラルキルである）
から成る群より選択される少なくとも１種の溶媒を含む溶媒の存在下で行う［６］に記載
の方法。
［９］該オキシムを、シクロヘキサノンオキシムおよびシクロドデカノンオキシムから選
択し、該ラクタムをε－カプロラクタムおよびω－ラウロラクタムから選択する［６］に
記載の方法。
［１０］ＩＺＡ骨格構造コードＦＡＵを有するケイ素含有アルミノリン酸塩骨格と該骨格
の内部に配置され、該骨格中にリンを同形置換したケイ素を含む複数の離散したブレンス
テッド酸部位とを含む触媒であって、
　該触媒がＳＡＰＯ－３７型触媒であり、該酸部位の総数の少なくとも１０％が弱酸部位
であることを特徴とする触媒。
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